
イノシシに関する注意事項（岐阜市） 

 

 本市の金華山や里山周辺では、イノシシの目撃が相次ぎ、年間１５０頭以上を捕獲して

います。 

 イノシシは本来臆病な動物で、人を襲うことはほとんどありませんが、次のような場合

は襲ってくることがあります。 

●イノシシがケガをしている場合。 

●イノシシが犬に追われている場合。 

●発情期（晩秋～冬）等で、興奮状態である場合。 

●至近距離で突然出くわした場合。 

 

イノシシに遭遇したら… 

●決して刺激を与えず、興奮させないでください。 

 （棒を振り上げたり、石を投げたりしないでください。） 

●背中を見せずにゆっくりと後退し、静かに速やかにその場を立ち去りましょう。 

 （急に走ったり、背中を見せるとさらにイノシシを興奮させてしまいます。） 

●イノシシがたてがみを逆立てたり、「シュー」、「カッカッカッ」、「クチャクチャクチャ」

などの威嚇音を発している場合は、特に注意が必要です。 

●至近距離で出くわした場合、犬を連れていると、敵とみなして襲ってくる恐れがあり 

ます。イノシシが向かってきたときは、リード等を手放してください。 

●イノシシの子（うり坊）を見かけても、かわいいからと近づいたり追いかけたりしない

でください。近くに母親のイノシシがいる可能性があり、危険です。 

 

【注意事項】 

 ・絶対に、エサをあげないでください。 

 ・エサとなる野菜くずや残飯、ゴミなどを屋外（山林等）に放置しないでください。 

 ・登山道以外では、イノシシが潜んでいることがあります。また、捕獲のためにワナが

設置している場合がありますので、登山道以外は歩かないようにしてください。 

 ・捕獲用わなについては、現地にて下記の注意喚起看板を設置しております。大変危険 

ですので、絶対に近づかないでください。  

 

 

 

                         

 

岐阜市農林課 


